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１
月
６
日
（
月
）、
16
団
体
よ

り
代
表
の
方
を
迎
え
、
東
京
都
医

師
会
館
に
お
い
て
令
和
７
年
新
年

賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
た
。

尾
﨑
会
長
挨
拶

は
じ
め
に
、
尾
﨑
治
夫
東
京
都

医
師
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。

「
２
０
２
５
年
、
団
塊
の
世
代
が

す
べ
て
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
２

０
４
０
年
ま
で
東
京
は
人
口
が
減

ら
な
い
ま
ま
更
に
高
齢
化
が
進
む

な
か
で
、
東
京
の
医
療
・
介
護
を

支
え
る
た
め
に
は
皆
様
の
ご
協
力

が
必
要
で
あ
る
。す
べ
て
の
医
療
・

介
護
関
係
者
が
き
ち
ん
と
報
酬
を

得
て
、
元
気
に
医
療
・
介
護
を
支

え
て
い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
。
総
力
戦
で

頑
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
た
。
ま
た
「
若
い
方

に
は
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に

つ
け
た
大
人
に
な
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
健
康
教
育
も
重
要
で
あ
る
。

高
齢
者
増
加
の
影
響
を
受
け
て
、

医
療
が
逼
迫
す
る
場
面
も
容
易
に

想
像
で
き
る
。
若
い
方
に
も
考
え

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
国
民
皆
保
険

制
度
が
崩
壊
し
、
大
変
な
時
代
に

な
る
。
こ
れ
か
ら
は
医
療
・
介
護

を
守
る
た
め
、
都
民
の
た
め
に
、

み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
新
年
の
決
意
を

語
り
、
ご
参
集
の
皆
様
へ
感
謝
の

意
を
述
べ
た
。

来
賓
よ
り
挨
拶

続
い
て
、
来
賓
の
皆
様
か
ら
一

言
ず
つ
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

な
か
で
も
印
象
的
だ
っ
た
挨
拶
を

一
部
ご
紹
介
す
る
。

東
京
消
防
庁
の
伊
勢
村
救
急
部

長
か
ら
は
、「
昨
年
の
救
急
車
出

場
件
数
は
93
万
５
千
件
余
り
、
前

年
よ
り
１
・
８
％
増
加
と
な
っ
た
。

65
歳
未
満
の
件
数
は
実
は
変
わ
ら

ず
、
な
か
で
も
75
歳
以
上
の
搬
送

者
が
増
加
し
て
い
る
。
出
場
件
数

は
増
え
て
い
る
一
方
で
、
１
件
あ

た
り
の
活
動
時
間
は
短
縮
さ
れ
、

現
着
時
間
も
57
秒
程
短
縮
し
て
い

る
。
＃
７
１
１
９
相
談
件
数
は
一

昨
年
の
30
万
件
か
ら
昨
年
は
33
万

件
と
１
割
増
加
で
あ
っ
た
」
と
ご

報
告
い
た
だ
い
た
。

東
京
都
病
院
協
会
の
猪
口
会
長

か
ら
は
、「
病
院
経
営
は
悪
化
し

て
い
る
。
全
国
規
模
に
見
て
も
23

年
度
収
支
か
ら
更
に
24
年
度
が
厳

し
く
、
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
も

期
待
で
き
ず
、
現
状
の
診
療
報
酬

体
系
で
は
、
病
院
が
地
域
医
療
の

役
割
を
果
た
せ
な
い
」
と
述
べ
ら

れ
、
病
院
総
倒
れ
と
な
る
危
機
感

と
と
も
に
「
こ
の
状
況
を
な
ん
と

か
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
の

が
（
協
会
に
）
課
せ
ら
れ
た
役
目

だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
理
解
と
協

力
を
求
め
ら
れ
た
。

東
京
都
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
の
佐
藤
理
事
長
か
ら
は
「
診

療
報
酬
の
審
査
支
払
い
は
、
年
間

に
１
億
件
。
審
査
支
払
機
能
に
関

す
る
改
革
工
程
表
に
基
づ
き
、
国

保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド
化

や
審
査
支
払
い
基
準
の
統
一
化
が

進
め
ら
れ
た
。
支
払
基
金
は
全
国

統
一
組
織
で
審
査
も
統
一
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
国
保
連
で
の
審

査
・
支
払
い
領
域
の
共
同
利
用
と

共
通
シ
ス
テ
ム
化
が
今
後
の
課

題
」
と
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。

東
京
防
災
救
急
協
会
の
村
上
理

事
長
か
ら
は
、「
年
間
20
万
人
、

約
30
年
で
６
０
０
万
人
ほ
ど
救
命

講
習
を
受
講
い
た
だ
き
、
１
０
０

数
社
の
民
間
救
急
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
の
登
録
を
し
て
い
る
。
民
間

救
急
技
術
の
バ
ラ
つ
き
を
な
く

し
、
技
術
向
上
の
教
育
が
課
題
」

と
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。

東
京
都
立
病
院
機
構
の
安
藤
理

事
長
は
、「
発
足
理
念
『
東
京
の

医
療
を
支
え
る
』
の
使
命
に
向

か
っ
て
連
携
重
視
し
、
地
域
医
療

体
制
の
た
め
に
も
、
都
立
病
院
の

あ
り
方
に
新
し
い
視
点
を
持
ち
、

総
合
診
療
医
育
成
を
協
働
し
て
い

く
」
と
語
ら
れ
た
。

こ
の
他
、
東
京
都
栄
養
士
会
は

訪
問
栄
養
指
導
の
対
応
と
訪
問
診

療
医
療
機
関
や
有
床
診
療
所
と
の

連
携
に
つ
い
て
、
東
京
都
作
業
療

法
士
会
で
は
発
達
障
害
児
や
精
神

科
通
院
者
、
障
が
い
者
に
対
応
し

て
い
る
旨
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
東
京
都
言
語
聴
覚
士
会
で

は
学
校
教
育
に
関
わ
り
、
授
業
に

赴
い
て
小
学
校
で
は
話
す
こ
と
や

聞
こ
え
の
問
題
、
異
質
の
も
の
を

理
解
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
も

伝
え
て
い
る
と
ご
報
告
が
あ
り
、

東
京
都
柔
道
整
復
師
会
で
は
、
医

療
の
か
た
ち
が
新
し
い
局
面
に
き

て
い
る
今
、
他
団
体
と
協
力
し
都

民
の
健
康
を
守
る
一
助
と
な
る
展

望
が
語
ら
れ
た
。

引
き
続
き
蓮
沼
剛
副
会
長
の
挨

拶
で
乾
杯
し
、
暫
し
の
歓
談
と

な
っ
た
。
結
び
に
、
土
谷
明
男
副

会
長
か
ら
閉
会
挨
拶
が
あ
り
、
盛

会
裏
に
終
了
し
た
。
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２
月
５
日
（
水
）、
都
内
で
東

京
都
大
学
医
師
会
連
絡
協
議
会
が

開
催
さ
れ
た
。

本
年
度
の
当
番
医
師
会
で
あ
る

女
子
医
大
医
師
会
の
中
村
真
一会
長

に
よ
る
開
会
挨
拶
で
幕
を
開
け
、

東
京
都
医
師
会
の
尾
㟢
治
夫
会
長

の
来
賓
挨
拶
に
続
い
て
、
参
加
の

12
大
学
医
師
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

「
医
師
の
働
き
方
改
革
が
始
ま
っ

て
、
ど
う
変
わ
っ
た
か
？
─
そ
の

功
罪
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

各
大
学
病
院
で
の
取
り
組
み
や
問

題
点
に
関
す
る
発
表
と
質
疑
応
答

が
熱
心
に
行
わ
れ
た
。

終
盤
、
総
括
も
含
め
て
東
京
都

医
師
会
の
土
谷
明
男
副
会
長
か
ら

「
医
師
の
働
き
方
改
革
が
始
ま
っ

た
東
京
都
の
現
状
」を
テ
ー
マ
に
、

東
京
都
の
医
療
機
関
全
体
に
与
え

た
影
響
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
も
と
に
説
明
が
あ
っ
た
。

更
に
追
加
発
表
と
し
て
、
中
村
会

長
か
ら
「
若
手
医
師
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
」
に
関
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

熱
心
な
質
問
と
討
論
で
第
１
部

は
幕
を
閉
じ
、
懇
親
会
に
会
場
を

移
し
た
。
尾
㟢
会
長
の
研
修
医
時

代
を
回
想
し
た
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん

だ
来
賓
挨
拶
の
あ
と
、
東
京
都
医

師
会
の
水
野
重
樹
理
事
か
ら
役
員

紹
介
、
蓮
沼
剛
副
会
長
か
ら
乾
杯

挨
拶
が
あ
り
、
懇
親
会
が
始
ま
っ

た
。
多
く
の
参
加
者
は
旧
知
の
仲

で
、
和
気
あ
い
あ
い
と
歓
談
が
な

さ
れ
、
各
大
学
医
師
会
代
表
の
挨

拶
で
は
本
音
や
悩
み
が
垣
間
見

え
、
参
加
者
一
同
深
く
う
な
ず
く

場
面
も
多
か
っ
た
。

結
び
に
、
女
子

医
大
医
師
会
の
巴

ひ
か
る
理
事
か

ら
閉
会
挨
拶
が

あ
り
、
名
残
り
惜

し
く
も
深
い
交

流
と
情
報
交
換

は
来
年
度
へ
引
き

継
が
れ
た
。

東
京
都
大
学
医
師
会
連
絡
協
議
会

会議の様子

尾﨑会長

中村会長

財
務
省
は
日
本
の
財
政
を
管
理

す
る
中
枢
機
関
で
あ
り
、
国
家
予

算
の
編
成
や
税
制
の
設
計
、
経
済

政
策
の
立
案
を
担
っ
て
い
る
。
そ

の
中
で
も
、
医
療
費
の
抑
制
に
関

す
る
政
策
決
定
に
お
い
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。し
か
し
、

そ
の
方
針
は
果
た
し
て
国
民
の
利

益
に
か
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う

疑
問
が
存
在
す
る
。
財
務
省
を
解

体
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
問
題

に
つ
い
て
、
特
に
医
療
費
に
焦
点

を
当
て
て
考
察
す
る
。

財
務
省
の

医
療
費
抑
制
政
策
の
問
題
点

財
務
省
は
、
日
本
の
財
政
赤
字

を
抑
え
る
た
め
に
社
会
保
障
費
、

と
り
わ
け
医
療
費
の
削
減
を
重
要

視
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
実

質
的
に
は
診
療
報
酬
の
引
き
下
げ

や
公
的
医
療
保
険
の
自
己
負
担
割

合
の
増
加
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
医
療
機
関
の
経
営
が

圧
迫
さ
れ
、
地
域
医
療
の
崩
壊
や

医
療
従
事
者
の
負
担
増
が
深
刻
化

し
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
化
の
進

展
に
伴
い
、
医
療
費
の
自
然
増
が

避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
財
務
省
は
医
療
費
の
伸
び

を
抑
制
す
る
た
め
に
強
引
な
政
策

を
推
し
進
め
て
い
る
。

例
え
ば
、
診
療
報
酬
は
、
全
体

的
に
見
る
と
引
き
下
げ
が
続
い
て

い
る
部
分
が
多
く
、
全
て
の
保
険

医
療
機
関
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。
収
益
が
減
少
す
る
こ
と

で
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
低
下

し
、
医
師
不
足
が
さ
ら
に
深
刻
化

す
る
。
ま
た
、
財
務
省
の
方
針
に

基
づ
く
自
己
負
担
割
合
の
増
加

は
、
低
所
得
者
層
の
受
診
抑
制
を

招
き
、
結
果
と
し
て
重
症
化
す
る

患
者
が
増
え
る
こ
と
で
、
長
期
的

に
は
医
療
費
の
増
大
を
招
く
可
能

性
が
あ
る
。

財
務
省
改
革
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

財
務
省
を
解
体
し
、
そ
の
権
限

を
分
散
す
れ
ば
、
医
療
費
政
策
の

決
定
過
程
に
多
様
な
意
見
が
反
映

さ
れ
や
す
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
例
え
ば
、
医
療
費
の
決
定
権

限
を
厚
生
労
働
省
や
独
立
機
関
に

移
す
こ
と
で
、
現
場
の
医
療
従
事

者
の
意
見
を
反
映
し
た
政
策
が
実

現
し
や
す
く
な
る
。
ま
た
、
財
務

省
が
強
く
主
導
す
る「
歳
出
削
減
」

一
辺
倒
の
方
針
で
は
な
く
、
医
療

の
質
や
持
続
可
能
性
を
考
慮
し
た

政
策
が
打
ち
出
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。

し
か
し
、
財
務
省
を
解
体
し
た

場
合
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
財
政
規
律

の
喪
失
が
懸
念
さ
れ
る
。
財
務
省

の
存
在
は
、
国
家
財
政
の
健
全
性

を
維
持
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
そ
の
解
体
が
無

秩
序
な
財
政
運
営
を
招
く
可
能
性

が
あ
る
。
ま
た
、
医
療
費
を
含
む

社
会
保
障
費
の
適
正
な
管
理
が
難

し
く
な
り
、
結
果
的
に
無
駄
な
支

出
が
増
加
し
、
将
来
的
な
財
政
危

機
を
招
く
恐
れ
も
あ
る
。

財
務
省
改
革
の
必
要
性

財
務
省
の
解
体
が
適
切
な
解
決

策
か
ど
う
か
は
慎
重
に
検
討
す
べ

き
だ
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
権
限

の
在
り
方
に
は
改
革
が
必
要
で
あ

る
。
医
療
費
の
抑
制
が
目
的
化
さ

れ
、
現
場
の
実
態
と
か
け
離
れ
た

政
策
が
進
め
ら
れ
る
現
状
は
、
医

療
の
質
の
低
下
を
招
く
危
険
性
が

あ
る
。
財
務
省
の
権
限
を
一
部
制

限
し
、
厚
生
労
働
省
や
専
門
機
関

が
よ
り
主
導
的
に
医
療
費
政
策
を

決
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
、
よ
り
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
政

策
運
営
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
医
療
費
の
削
減
だ
け
を

目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
医
療

の
効
率
化
を
図
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。
例
え
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
診
療
の
効
率
化
や
、
予
防
医

療
の
充
実
に
よ
る
医
療
費
の
抑
制

な
ど
、
財
政
と
医
療
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
施
策
が
求
め
ら
れ
る
。
単

に
医
療
費
を
削
減
す
る
の
で
は
な

く
、
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
健

康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
で
医
療
費

の
増
加
を
抑
え
る
方
向
に
シ
フ
ト

す
べ
き
で
あ
る
。

結
論財務

省
は
、
日
本
の
財
政
を
管

理
す
る
重
要
な
機
関
で
あ
る
が
、

医
療
費
の
削
減
を
強
引
に
推
し
進

め
る
こ
と
で
医
療
現
場
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。そ
の
た
め
、

財
務
省
の
解
体
と
い
う
極
端
な
手

段
を
取
る
の
で
は
な
く
、
権
限
の

分
散
や
医
療
費
政
策
の
決
定
プ
ロ

セ
ス
の
見
直
し
を
進
め
る
こ
と
が

現
実
的
な
解
決
策
と
な
る
だ
ろ

う
。
財
務
省
の
役
割
を
見
直
し
、

医
療
の
質
を
維
持
し
な
が
ら
持
続

可
能
な
財
政
運
営
を
目
指
す
こ
と

が
、
日
本
の
医
療
制
度
を
守
る
た

め
に
必
要
な
改
革
で
あ
る
。

�

（
蓮
沼 

剛
）

医
療
費
の
抑
制
を
進
め
る
政
策
は
、医
療
現
場
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。日
本
の
医
療
制
度
を
守
る
た
め
に
必
要
な
改
革
と
は
何
か
。

財
務
省
改
革
の
是
非
と

医
療
費
問
題
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　　 令和6年度 公益社団法人東京都医師会功労賞受賞者
■東京都医師会代議員（10年在任）
矢島正純� （港区医師会）
三尾　仁� （葛飾区医師会）
平澤精一� （新宿区医師会）
小泉孝夫� （世田谷区医師会）
松坂　聡� （蒲田医師会）
碓井　亘� （北区医師会）
小山寿雄� （練馬区医師会）
加藤一彦� （北多摩医師会） 

■東京都医師会委員会委員（10年在任）
〇医療情報検討委員会
田澤雄基� （慶應医師会）

〇広報委員会
大畑隆郎� （板橋区医師会）

〇学術委員会
桑野和善� （慈恵医師会）
古川泰司� （帝京大学医師会）

堀　誠治� （慈恵医師会）
村上　晶� （順天堂大学医師会）

〇編集委員会
清水園子� （板橋区医師会）

〇医療保険委員会
南塚俊雄� （江東区医師会）

〇労災・自賠責委員会
木村佑介� （蒲田医師会）

〇精神保健医療福祉委員会
熊谷直樹� （相模原市精神保健福祉センター）

〇地域包括ケア委員会
飯島勝矢� （東京大学高齢社会総合研究機構）

〇母体保護法指定医師審査委員会
荘　隆一郎� （板橋区医師会）

〇産業保健委員会
山下　巌� （目黒区医師会）

〇学校保健学校医委員会
原田　栄� （杉並区医師会）

〇公衆衛生委員会
小松淳二� （小金井市医師会）
中村正彦� （港区医師会）
松本和紀� （豊島区医師会）

〇乳幼児保健委員会
橋本倫太郎� （世田谷区医師会）

〇感染症・予防接種委員会
星野　洋� （新宿区医師会）

〇病院委員会
鈴木浩之� （練馬区医師会）

〇救急委員会
森村尚登� （東洋大学）
山崎勝雄� （足立区医師会）

（敬称略）

に
つ
い
て

標
記
事
業
の
第
３
四
半
期
（
10

月
・
11
月
・
12
月
）
の
地
区
医
師

会
別
実
施
状
況
を
報
告
し
た
。

（
３
）
令
和
６
年
度
東
京
都
在
宅

療
養
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
在
宅
・

施
設
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
の
開
催
に
つ
い
て

今
後
ま
す
ま
す
需
要
が
高
ま
る

生
活
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
、
多
職
種
の
役
割
や
取
り

組
み
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
、医
療
、

介
護
関
係
者
、
行
政
、
都
民
等
を

対
象
に
３
月
16
日
（
日
）
午
後
２

時
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
の
で
、
ご

参
加
い
た
だ
き
た
い
旨
お
願
い

し
た
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

①�

葛
飾
区
医
療
救
護
訓
練
及
び
葛

飾
区
医
師
会
会
員
向
け
災
害
医

療
マ
ニ
ュ
ア
ル
並
び
に
葛
飾
区

医
師
会
事
務
局
職
員
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計

画
に
つ
い
て�（
葛
飾
区
医
師
会
）

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

①�TAMAGAW
A-AF study

に
つ

い
て�

（
玉
川
医
師
会
）

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

①�

令
和
６
年
度
東
京
都
大
学
医
師

会
連
絡
協
議
会
の
開
催
に
つ

い
て�

（
女
子
医
大
医
師
会
）

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他

①「
花
粉
の
少
な
い
森
づ
く
り
運

動
」
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て

②�

令
和
６
年
６
月
の
診
療
報
酬
改

定
前
後
に
お
け
る
一
般
医
療
機

関
で
の
医
療
報
酬
額
の
推
移
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
要

望
に
つ
い
て�（
中
央
区
医
師
会
）

③�

日
本
小
児
科
医
会
作
成
の
ポ
ス

届
出
を
大
幅
に
簡
素
化
し
た
新
様

式
に
つ
い
て

外
来
・
在
宅
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
（
Ⅰ
）
の
み
を
届
け
出
る
場

合
の
様
式
が
大
幅
に
簡
素
化
さ

れ
た
。

国
の
令
和
６
年
度
補
正
予
算
で

支
給
予
定
の
補
助
金
「
生
産
性
向

上
・
職
場
環
境
整
備
等
支
援
事
業
」

の
申
請
に
は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
の
届
け
出
が
要
件
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
未
届
の
医
療
機
関

は
こ
の
機
会
に
届
け
出

を
検
討
い
た
だ
き
た
い

旨
お
知
ら
せ
し
た
。

（
２
）
令
和
６
年
度
在

宅
難
病
患
者
訪
問
診
療

事
業
地
区
医
師
会
別
実

施
状
況（
第
３
四
半
期
）

冒
頭
に
お
い
て
、
東
京
都
医
師

会
功
労
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

た
。
令
和
６
年
度
は
30
名
が
受
賞

し
、
当
日
は
20
名
が
列
席
し
た
。

受
賞
者
に
は
尾
㟢
会
長
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
、
代
表

し
て
平
澤
精
一
氏
（
新
宿
区
医
師

会
）
が
謝
辞
を
述
べ
た
。

平
澤
氏
は
「
こ
の
10
年
で
最
も

記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
コ
ロ
ナ

禍
の
こ
と
で
あ
る
。
新
宿
区
医
師

会
会
長
に
就
任
後
半
年
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
国
内
初
の
感
染
者
が
発

生
し
て
以
降
は
、
ほ
と
ん
ど
コ
ロ

ナ
対
策
に
費
や
し
て
き
た
。
医
療

資
源
の
多
い
新
宿
区
で
も
医
療
崩

壊
の
危
機
に
面
し
た
強
い
危
機
感

の
な
か
で
、
い
わ
ゆ
る
新
宿
モ
デ

ル
と
い
わ
れ
る
コ
ロ
ナ
対
策
の
ス

キ
ー
ム
を
構
築
し
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
振
り
返
る
と
と

も
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の

地区医師会長
連絡協議会報告
令和7年2月21日（金）

タ
ー
に
つ
い
て

�

（
小
石
川
医
師
会
）

④��

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
に

つ
い
て�

（
小
平
市
医
師
会
）

平澤氏

会長挨拶

表彰式に列席した受賞者と尾﨑会長
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２
月
17
日
（
月
）、
都
内
ホ
テ

ル
に
お
い
て
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
医
師

会
代
議
員
連
絡
会
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
た
。
本
連
絡
会
の
内
原
正
勝

副
会
長
の
司
会
で
会
は
進
行
し
、

中
嶋
伸 

同
連
絡
会
会
長
の
挨
拶

で
は
、
先
に
開
か
れ
た
代
議
員
会

の
議
題
、
並
び
に
「
吉
祥
寺
南
病

院
の
閉
院
問
題
」
に
つ
い

て
語
ら
れ
た
。
続
い
て
、

尾
㟢
治
夫
東
京
都
医
師
会

長
は
来
賓
挨
拶
で
地
域
医

療
の
重
要
性
に
つ
い
て
述

べ
、「
多
摩
地
域
の
議
論

を
東
京
都
医
師
会
に
挙
げ

て
、
皆
さ
ん
一
緒
に
議
論

し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
た
。

東
京
都
医
師
会
か
ら

は
、
11
名
の
役
員
が
出
席

し
た
。
窪
田
美
幸
東
京
都

医
師
会
代
議
員
会
議
長
の

乾
杯
の
発
声
で
、
し
ば
し

和
や
か
に
懇
談
と
な
っ

た
。
途
中
、
新
任
代
議
員
と
し
て

江
木
七
海
氏
（
調
布
市
医
師
会
）、

小
林
哲
也
氏
（
府
中
市
医
師
会
）

の
紹
介
が
あ
り
、
引
き
続
き
二
人

よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。

結
び
に
、
小
林
哲
也 

本
連
絡

会
会
計
よ
り
閉
会
挨
拶
が
あ
り
、

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

第
１
回

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
医
師
会

代
議
員
連
絡
会
懇
親
会

令
和
７
年

尾﨑会長

中嶋連絡会会長

出席者による記念撮影

都医ニュース表紙の
写真を募集

〒101-8328　東京都千代田区神田駿河台2-5
東京都医師会�広報学術課　☎03-3294-8821（代）
kouhou@tokyo.med.or.jp

応募・問い合わせ先

本ニュースは毎月、季節に合った東京の写真を表紙
に掲載しております。�その表紙写真に、先生が撮影し
た写真を応募してみませんか？�都内の写真で、季節
感のあるものをお願いします。�本会広報委員会で掲
載を決定いたします。�なお、掲載された写真は、本会
のホームページにも掲載させていただきます。

デジタルカメラやスマートフォンで撮影した
600万画素以上（横3000×縦2000ピクセル以上）
のデジタルデータ
プリントサイズは、横235mm×�縦137.5mm以上

応
募
規
定

看護師への医師助言 24,659 29,742 -5,083 （�-17.1%） 67.4 
通信員への医師助言 332 2,672 -2,340 （�-87.6%） 0.9 

（※1）救急相談件数に占める割合
（※2）応答率とは、総着信件数に占める受付件数の割合（応答率＝受付件数÷総着信件数（％））

累　計 前年件数 前年同時期増減
（増減比）

受付件数に
占める割合

前年
同時期

1日
あたりの
件数

総 着 信 件 数 599,275 583,876 15,399 （2.6%） 1,637.4 
受 付 件 数 485,432 467,267 18,165 （3.9%） ─ ─ 1,326.3 
救 急 相 談 330,640 303,102 27,538 （9.1%） 68.1% 64.9% 903.4 
救 急 要 請 63,633 54,201 9,432 （17.4%）（※1）19.2%（※1）17.9% 173.9 
医療機関案内 148,230 161,460 -13,230 （-8.2%） 30.5% 34.6% 405.0 
相談前救急要請 6,280 2,269 4,011 （176.8%） 1.3% 0.5% 17.2 
かけ直し依頼 282 436 -154 （-35.3%） 0.1% 0.1% 0.8 
応答率（※2） 81.0% 80.0% 1.0P

［令和6年1月1日から12月31日まで］
■東京消防庁救急相談センター受付状況 （速報値）

　令和6年の受付状況についてご報告いたします。別表のとおり総着信件数、受付件
数、相談件数ともに過去最高を更新いたしました。繁忙時間帯における委託看護師
の運用が軌道に乗り、相談受付台数を効率的に運用できるようになったこと、看護師
が相談内容を検証し共有することによりスムーズな対応をするべく努力していることな
どが要因と考えられます。
　一方、トラフィック（電話応対できていない状態）はやや減少したものの、依然として
高止まりの状況となっています。特に熱中症への対応時期、呼吸器感染症の流行期、
年末年始の稼働医療機関減少期では顕著な傾向が見られました。これら繁忙期にお
ける対応が今後の課題と考えます。
　更なる需要供給の適正化のため、新年度より委託看護師を一層拡充するなど人員
配置を見直し、繁忙時間帯には最大着台人数である20名の時間帯を増加させ、効率
的な運用に努めてまいります。
　今後とも先生方のご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

東京消防庁救急相談センター（＃7119）
令和6年 ＃7119受付状況について
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湾
岸
地
区
は
東
京
湾
に
面
し

た
海
と
陸
の
生
物
多
様
性
に
優

れ
た
地
区
で
、
そ
の
中
で
も
こ

の
公
園
は
水
草
が
茂
る
池
や
せ

せ
ら
ぎ
が
豊
富
で
た
く
さ
ん
の

生
き
物
に
出
会
え
る
ビ
オ
ト
ー

プ
と
言
っ
て
い
い
。

春
に
は
一
斉
に
芽
吹
き
を
迎

え
、
春
型
の
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
が

俊
敏
に
舞
い
、
６
月
に
な
る
と

半
夏
生
が
広
が
る
水
辺
に
ク
ロ

ス
ジ
ギ
ン
ヤ
ン
マ
が
姿
を
見
せ

る
。
夏
は
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
や

真
っ
赤
な
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ト
ン

ボ
の
上
を
ギ
ン
ヤ
ン
マ
や
コ
シ

ア
キ
ト
ン
ボ
、
ウ
ス
バ
キ
ト
ン

ボ
が
飛
行
し
、
さ
ら
に
高
い
梢

に
は
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
も
見
か
け

た
こ
と
が
あ
る
。

初
秋
に
山
か
ら
下
り
て
き
た

ア
キ
ア
カ
ネ
が
桜
の
枝
で
群
れ

を
な
し
て
羽

を
休
め
る
よ

う
に
な
る

と
、
ま
も
な

く
初
冬
の
空

気
と
と
も
に

雪
虫
が
飛
び

交
う
よ
う
に

な
る
。
飛
ん

で
い
る
雪
虫

を
手
で
握
っ

て
つ
か
ま
え

て
、
そ
っ
と

手
を
開
い
て

み
る
と
、
半

透
明
の
白
い

羽
根
が
き
れ
い
で
お
尻
に
白
い

綿
の
よ
う
な
塊
が
つ
い
て
い

る
。
デ
ジ
カ
メ
で
接
写
し
て
い

た
ら
音
も
な
く
飛
び
立
っ
て

い
っ
た
。

池
を
明
る
く
彩
る
も
み
じ
の

木
々
は
秋
に
は
真
っ
赤
に
紅
葉

し
て
、
と
き
ど
き
結
婚
式
の
写

真
を
撮
り
に
池
を
訪
れ
る
人
も

い
る
。
こ
の
よ
う
に
美
し
い
ビ

オ
ト
ー
プ
と
し
て
の
一
面
も
あ

る
が
、
青
海
地
区
に
は
コ
ン
テ

ナ
埠
頭
が
あ
る
の
で
ヒ
ア
リ
や

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
注
意
す
る

よ
う
に
も
し
て
い
る
。

自
然
の
生
き
物
と
の
か
か
わ

り
の
中
で
人
為
的
な
一
面
も
見

る
こ
と
が
あ
る
が
、
月
に
１
回

こ
の
池
の
近
く
で
仕
事
を
す
る

と
き
に
立
ち
寄
る
の
が
楽
し
み

の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

（
江
東
区
医
師
会
最
上
聡
）

203

大
学
で
得
た

学
び
の
広
げ
方

杏
林
大
学
医
学
部
医
学
科
６
年　

橘
弘
葵

６
年
間
の
学
生
生
活
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ

た
。
つ
い
先
日
入
学
式
を
終
え
た

ば
か
り
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
も
う

卒
業
を
目
前
に
控
え
て
い
る
。

入
学
直
後
、
受
験
を
終
え
た
ば

か
り
で
緩
み
き
っ
て
い
た
私
の
気

持
ち
は
す
ぐ
に
打
ち
砕
か
れ
た
。

定
期
的
に
押
し
寄
せ
る
膨
大
な
範

囲
の
試
験
や
毎
年
の
進
級
へ
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
想
像
以
上
に
つ

ら
い
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
、
座

学
で
臨
床
科
目
を
学
ん
で
い
た
時

が
最
も
つ
ら
か
っ
た
。
見
た
こ
と

も
な
い
症
状
や
病
態
と
い
っ
た
大

量
の
医
学
知
識
を
目
の
前
に
並
べ

ら
れ
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
私

は
が
む
し
ゃ
ら
に
そ
れ
ら
を
頭
に

詰
め
込
ん
で
い
く
し
か
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
当
時
の
私
は
、
自
分

が
何
も
知
ら
な
い
場
所
を
た
だ
ひ

た
す
ら
に
走
っ
て
い
る
よ
う
な
感

覚
で
、強
い
不
安
を
感
じ
て
い
た
。

し
か
し
、
し
ば
ら
く
走
り
続
け
て

い
る
と
次
第
に
周
り
の
景
色
が
見

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
異

な
る
科
目
同
士
で
共
通
す
る
知
識

に
出
会
っ
た
り
、
低
学
年
の
基
礎

医
学
で
学
ん
だ
解
剖
や
生
理
学
の

知
識
が
役
に
立
っ
た
り
す
る
こ
と

で
、
最
初
は
ひ
た
す
ら
「
線
」
を

引
い
て
い
た
も
の
が
、気
づ
け
ば
、

つ
な
が
り
あ
っ
て
「
面
」
に
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

座
学
で
面
に
な
っ
た
知
識
に
、

三
次
元
的
な
「
高
さ
」
を
も
た
ら

し
て
く
れ
た
の
が
臨
床
実
習
だ
。

実
際
の
臨
床
現
場
で
は
、
そ
れ
ま

で
学
ん
で
き
た
知
識
を
活
か
し
て

症
状
や
検
査
所
見
か
ら
鑑
別
疾
患

や
病
態
を
考
え
る
姿
勢
や
、
一
歩

先
の
方
針
を
考
え
な
が
ら
目
的
を

も
っ
て
検
査
や
治
療
に
あ
た
る
重

要
性
を
学
ん
だ
。
特
に
大
き
か
っ

た
の
が
実
際
の
検
査
や
治
療
に
か

か
る
コ
ス
ト
（
難
易
度
、
要
す
る

時
間
や
場
所
、
侵
襲
の
程
度
、
副

作
用
の
重
さ
な
ど
）
を
実
感
で
き

た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
心
臓

カ
テ
ー
テ
ル
検
査
に
必
要
な
人

員
、
内
視
鏡
検
査
を
受
け
て
い
る

時
の
患
者
の
様
子
、
肝
切
除
に
か

か
る
時
間
な
ど
は
座
学
で
学
ぶ
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
実
際
の
現
場

で
体
感
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で

同
列
に
並
ん
で
い
た
教
科
書
的
な

知
識
か
ら
、
目
的
と
コ
ス
ト
に
合

わ
せ
て
ど
れ
を
優
先
し
て
選
択
す

べ
き
な
の
か
を
よ
り
深
く
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、実
習
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

座
学
で
得
ら
れ
な
か
っ
た
奥
深
さ

を
知
り
、
将
来
の
進
路
の
候
補
と

し
て
考
え
て
い
る
診
療
科
に
出
会

う
こ
と
も
で
き
た
。
班
員
や
先
生

方
に
も
恵
ま
れ
、
思
っ
て
い
た
以

上
に
有
意
義
な
実
習
の
日
々
を
送

る
こ
と
が
で
き
た
。

医
学
が
日
々
著
し
く
進
歩
し
続

け
て
い
る
現
在
、
持
っ
て
い
る
知

識
を
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
こ

と
の
重
要
性
は
、
今
後
よ
り
一
層

増
し
て
く
る
と
感
じ
て
い
る
。
医

師
と
い
う
仕
事
は
、
一
生
学
び
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
で
あ

る
と
は
よ
く
聞
く
も
の
だ
が
、
学

生
生
活
で
得
た
知
識
や
経
験
を
元

に
、
医
師
と
な
っ
た
後
も
積
極
的

に
三
次
元
的
な
学
び
を
続
け
な
が

ら
、
患
者
に
寄
り
添
い
、
共
に
歩

ん
で
い
け
る
医
師
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

知ってますか？

AFABはassigned female at 

birth、AMABはassigned 

male at birthの略で、AFAB

は出生時に割り当てられた

性別が女性であることを、

AMABは男性であることを

意味する。

AFAB/AMAB

　
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」は
、
ア
ス
リ
ー
ト
が
対
象
と
な
る「
競
技
ス

ポ
ー
ツ
」を
除
い
た
１
億
人
を
超
す
全
国
民
が
対
象
と
な
る
も
の

で
、
そ
の
言
葉
は「
競
技
ス
ポ
ー
ツ
」と
は
分
け
て
使
わ
れ
る
。

　
「
運
動
不
足
」と
は「
ス
ポ
ー
ツ
不
足
」の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

国
民
の
約
80
％
は「
運
動
不
足
」だ
と
感
じ
て
い
る
の
に
、
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
国
民
が
少
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
本
書
で
は
、
そ
の
実
情

を
歴
史
的
背
景
か
ら
遡
っ
て
分
析
し
、
本
邦
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ

の
実
態
の
紹
介
や
、
日
本
の「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」に
欠
け
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
そ
の
も
の
の
楽
し
み
方
の
提
案
が
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
に
お
け
る
体
育
の
重
要
性
、
現
代
ス
ポ
ー
ツ

の
話
題
、
最
後
に
整
形
外
科
医
か
ら
の
視
点
で
運
動
療
法
の
最
新

の
知
見
な
ど
、
国
民
の「
運
動
不
足
」の
問
題
点
と
そ
の
対
策
に

つ
い
て
詳
細
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。「
運
動
不
足
」に
つ
い
て
疑
問

を
持
た
れ
て
い
る
方
に
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
１
冊
で
あ
る
。

発
行
▼
丸
善
プ
ラ
ネ
ッ
ト　

定
価
▼
２
２
０
０
円

生涯スポーツ
国民の「運動不足」は
本当にないのか
佐々木 正 著

春のもみじ回廊から

趣 味 の 散 歩

臨海副都心のビオトープ
青海南埠頭公園

ニッポン放送（AM1242kHz／FM93 .0MHz）朝の
番組「飯田浩司のOK！Cozy�up！」内で6時15分頃から
5分程度、東京都医師会の役員・委員会委員等が出演し
て生活に役立つ健康情報をお届けしています。過去の放送
はすべて番組ホームページまたはポッドキャストから聴く
ことができます。

■番組ホームページ
http://www.1242.com/cozy/

■ポッドキャスト
https://omny.fm/shows/cozy-up/
playlists/doctor

『モーニングライフアップ 
 今日の早起きドクター』 放送中!

月曜から金曜 
あさ6時15分頃から
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ふれあいポスト 各地区会報から

塚原玲子中野区医師会

　約30年前となりますが米国エール大学研修にて2年間コネチカッ
ト州ニューヘブンで過ごしました。研究に明け暮れ必死な思いで過
ごしましたが当時からアメリカ横断を夢見ていました。あれから30
年が流れ現在の病院勤務も落ち着いたところで5月連休を使って約
2週間の〈米国横断一人旅〉を決行しました。行きは成田から東海岸
NYまで、帰りは西海岸サンフランシスコから成田までの往復エコ
ノミー切符のみ携えての出発でした。NYで小さな車を借りて最高
額の保険に加入、東海岸を北上し懐かしいニューヘブンを通過後ボ
ストン経由でカナダのケベックまで行きそこから西に向かいまし
た。14時頃給油を兼ねてフリーウェイを降り近くのビジネスホテル
で宿泊、翌朝フロントにおいてあるパンとコーヒーをもらって再出
発、を繰り返しひたすら夕日方向をめざして運転しました。左ハン
ドルと右車線走行だったため数日後右前のタイヤが路肩に擦れてパ
ンクしてしまいました。慣れない英語で警察を呼び、車をレッカー
してもらうのに半日以上かかりました。レッカー車の運転手さんは
身長2ｍの巨人でアジア民族ハラとも思われる態度でしたが、チッ
プをさしあげた瞬間に善良な紳士に様変わりし、迅速に近くの空港
レンタカー屋まで連れていってくれました。そこでも高額保険の加
入を知ったとたん受付の態度が変わりすぐに新しい車を提供してく
れました。当にお金で動くアメリカ社会を実感したものでした。そ
の後西海岸に近付いたソルトレイクシティーでの一般道坂道でブ

レーキが甘く後ろに下がってしまい、後続車とぶつかってしまいま
した。レクサスに乗っていた20代の青年運転手が激昂してましたが、
降りてみたところこれといった車のキズもなく、私の英会話能力の
低さが幸いし（?）1時間あまりで話し合い解決となりました。最後
の鬼門はロッキー山脈横断です。予想もしてなかった大雪に見舞わ
れました。普通タイヤだったため大きなトラックにしっかり付いて
いき守ってもらおうと必死でした。最終日サンフランシスコに着い
た時はエベレスト登頂に成功したような達成感でした。大都会のフ
リーウェイは片側5～6車線以上あり、どこの路線で空港に行ける
のか不安で何度も乗り降りを繰り返しました。が、慣れてくるとレ
ンタカーを返せる路線表示も目につき、無事空港のレンタカー終着
点に到着したのでした。車を降りてから係の人に書類をみせたら＜
ご苦労さん、じゃあまた …＞とのみ言われ、荷物をもって降車し旅
は終了…。緊張感からの解放、目標達成のあっけなさ等複雑な思い
でサンフランシスコ空港から成田行きの飛行機に乗ったのでした。
大陸のど真ん中で一人ポツンとしている孤独感や人間の小ささ、米
国（大陸）の持つ懐の大きさを実感しました。予約もない安いホテル
での宿泊にて旅行代は僅かでしたが私にとって生涯の宝となった「2
週間にわたる、走行距離8,000km、アメリカ横断1人旅」の思い出
です。
 （「医師会新聞」2024年5月 No.683より抜粋）

熟年アメリカ横断記

足立哲也立川市医師会

　ローカル線マニアの私は一昨年に九州、昨年は北海道を攻略した
ので、今年は次のステップとして四国を目指した。
　今回の一番の目的は、日本で唯一無二である阿佐海岸鉄道の
DMV（Dual Mode Vehicle）に乗車することである。
　5月3日早朝発の新幹線のぞみで岡山到着後に瀬戸大橋線を経由
して徳島入りし、牟岐線にてDMV起点駅である阿波海南駅に到着
した。このDual Modeとは、道路→鉄路→道路と一台の乗り物が
モードチェンジするシステムである。阿波海南文化村から道路を走
行して来たバスが阿波海南駅でモードチェンジして鉄路で甲浦駅に
到着後、再度道路モードにチェンジして道の駅東洋町で下車した。
　本来は鉄路走行中の写真が撮影したかったのだが、自分が乗車し
ているため撮影不能であり、止む無く下車後の写真となった。よく
見てみると、前部ボンネットの下に鉄路用の車輪が収納されている
のが分かる（写真）。その後バスにて室戸岬を経由し、初日は奈半利
に宿泊した。
　5月4日は土佐くろしお鉄道にて奈半利駅から足摺岬側の宿毛駅
まで移動し、その後バスにて宇和島入りした。宇和島から松山まで
の予讃本線の途中に下灘という、昔から鉄マニアの中では「日本で
一番海に近い駅」として有名な駅がある。近年下灘駅は映画のロケ
地になったり、また夕陽の撮影スポットとしてインスタ映えするな
ど、SNSの普及でとても有名になってしまった。
　今回乗換駅である伊予市からの列車に乗車したのだが、世界中の

観光客が乗り合わせて一両編成の車内が都会のラッシュ状態のよう
になり、下灘駅でほぼ降りてしまった後は車内に残った乗客が数人
のみという笑える事態であった。その後2日目の宿泊のために宇和
島に戻った。
　5月5日は宇和島駅から清流四万十川沿いに走る絶景の予土線に
乗車し、高知駅を目指した。途中の十川駅付近では有名な「こいの
ぼりの川渡し」が行われており、四万十川両岸の山から山へ渡され
たロープ上で500匹を超える鯉のぼりが泳ぎ、車窓から望むその景
色は圧巻であった。高知駅からは大歩危峡を経由する土讃本線にて、
鉄橋の上に立地する土佐北川駅やスイッチバックの新改駅・坪尻駅
を堪能し、岡山駅から新幹線で帰路に着いた。
 （「立川醫市會ニュース」2024年5月 第624号より抜粋）

四国鉄道紀行
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百日咳と妊娠中のワクチン接種

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

感
染
症
豆
知
識

　RSウイルスワクチンの妊婦への接種が2024年に我が国で
も始まった。新生児は自身の免疫力が十分ではないため母体
から経胎盤的、経母乳的に移行した抗体等で感染から守られ
ている。この仕組みを利用して、RSウイルス感染から新生
児を防御しようというのがRSウイルスワクチンの妊婦への
接種である。一方、米国をはじめ多くの国では百日咳に対し
て同様の対策が取られている。生後3カ月以内の百日咳感染
は重症化リスクが大きいためである。
　現在百日咳に対する定期予防接種として乳幼児期にDPT
（三種混合ワクチン）、2012年以降はDPT-IPV（四種混合ワク
チン）の接種が行われている。しかし、妊娠する頃には百日
咳に対する免疫効果は低下しており児への受動免疫は期待で
きない。妊娠中の百日咳ワクチン接種は、移行抗体により新
生児を守ることに加え、産後母体が百日咳に感染し新生児に
うつすことを防止する効果もある。なお百日咳ワクチンの効
果は、短期間しか持続しないため妊娠ごとに接種する必要が
ある。
　海外で妊娠中の百日咳ワクチンとして使用されている
Tdap（成人用百日咳ジフテリア破傷風混合ワクチン）は、我
が国では未承認である。そこで、希望する妊婦にはDPTを使
用することになるが、妊婦への安全性は確立していないこと
への同意を得てから接種する。またTdapとRSウイルスワク
チンとの同時接種では百日咳に対する効果が減弱するという
報告があるため、DPTを用いる場合も接種時期を調整する。
　他に海外ではB群溶連菌（GBS）、サイトメガロウイルスに
対する妊娠中のワクチン接種について検討が進んでいる。両
者とも児へのインパクトが大きい病原体であり、結果が待た
れるところである。� （文責：山下隆博）
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無 声 拝 聴 医療におけるAI

皆様のご理解とご協力をお願いいたします  www.tokyo-ishikokuho.or.jp

今後の被保険者証の取扱いについて

医師国保からのお知らせ

東京都医師国民健康保険組合　☎03-3270-6433（業務課）

○�令和6年12月以降、現行の被保険者証は新たに発行されなくなりました。
○�現在お持ちの被保険者証は、2025年（令和7年）12月1日まで（75歳になる方
は75歳の誕生日前日まで）有効です。
○�資格情報等に変更がない限り、お持ちの被保険者証をそのままお使いいただけ
ます。

◦なお、令和7年度の保険料は据え置きとなります。

２　情報提供のお願い

１　報告事例について

【報告方法】	
様式「健康食品」情報共有シートを公益社団法人東京都医師会へ提出する。
※「健康食品」情報共有シートは、東京都医師会ホームページからダウンロード可能です。

https://www.tokyo.med.or.jp/health_foods

【特に情報提供をお願いする項目】
健康食品との関連性の有無の分析、評価時に必要な項目の情報提供をお願いします。
①摂取品について（具体的な製品名、製造者名、摂取状況等）
②患者情報（具体的な健康被害の範囲や程度等、基礎疾患、服用医薬品等）
③転帰等（転帰、投薬及び処置の状況、検査値等）

【基礎疾患を持つ人、アレルギー体質の人の健康食品の利用について】
基礎疾患があり医療用医薬品を服用している方やアレルギー体質の方は、健康食品と
の併用により有害事象を受けやすいので、引き続き、問診票や診察時における健康食
品の摂取状況等の聞き取り及び健康食品との関連が疑われる健康被害事例の情報提
供をお願いします。

■問い合わせ先　東京都健康安全研究センター 企画調整部
　　　　　　　　健康危機管理情報課 食品医薬品情報担当　TEL：03-3363-3472

　健康食品は、都民の約7割に利用経験がある一方で、基礎疾患がある人で利用
前に医師に相談した人は3割に満たず、中には健康被害を起こした事例も報告され
ています。
　東京都は、平成18年7月から、東京都医師会と連携し、健康食品との関連が
疑われる健康被害情報の収集、学識経験者による分析及び評価、都民等への情
報発信など、健康食品による健康被害の未然防止、拡大防止に努めています（健
康食品に関する安全性情報共有事業）。
　都民のヘルスリテラシー向上並びに今後の診察等に資する情報を提供するため、
健康食品との関連が疑われる健康被害情報の収集について、皆様のご協力をお願
いします。

（人数） （製品数）※１

東京都医師会 192人 延べ 273製品
東京都薬剤師会 260人 延べ 274製品
�東京都消費生活総合センター※2 3人 延べ 　 3製品

計 455人 延べ 550製品

（1）健康被害事例の内訳 （2）�健康食品との関連が疑わ
れる健康被害の代表的
な症状

・�皮膚症状（かゆみや発疹、
じん麻疹）

・�消化器症状（下痢、腹痛、
胃部不快感等の胃腸症状）

・�肝機能障害（自覚症状がな
く、症状が進行している場
合等）

※1 複数の製品を摂取していた人がいるため、人数と延べ製品
数は一致しません。※2 平成30年7月からは、東京都消費生
活総合センターから分析、評価の依頼があった事例についても
収集対象としています。

（集計期間：平成18年7月から令和6年11月まで）

東京都医師会
健康食品情報共有シート

健康食品との関連が疑われる健康被害情報をお寄せください
東京都健康安全研究センター
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この約4年間のCOVID-19パンデミックが「収束」し、真の
「終息」とは言えないまでも、小職の担当する救急医療の現場
もほぼ平時の状況になったと考えております。
昨年秋（2024年9月頃）に、“「政治とカネ」の問題に終止
符を打つはずだった1994年の政治改革から30年。もう政治
改革に対して「性善説」は通用しない”という新聞記事を目にし
たことを思い出しました。まさに混迷の時代といえます。
この機会に改めて、“人は生まれながらにして「善」なのか、

「悪」なのか”ということを考えてみました。人間の生まれつき
の性質（本性）を「善」とする説は「性善説」、「悪」とする説は
「性悪説」と言われ、「性善説」と「性悪説」の対立は、古代中
国の儒家である「孟

もう し
子」と「荀

じゅんし
子」の思想に由来しているとされ

ています。各個人がどちらの説に立っているのかは、それぞ
れが「人をどうみているか」によって、これまでの関わりの中に
表れてくると解釈されています。「性善説」に立つ人は、相手の
善性を信じて個性を尊重し、自己成長と潜在能力を引き出す
仕組み作りをし、「性悪説」に立つ人は、欲望的な人間の本性
を考慮して、マニュアルやルールに基づいて、厳格な統制と報
酬を通じて行動を管理する仕組み作りをするという内容です。
この「性善説」と「性悪説」の概念を医療との関わりという
視点で考えてみました。「性善説」は、人間の本性は「善」であ
るとする考え方です。この立場からは、医療従事者や患者に
対する信頼が強調されます。具体的には、医療従事者が患者
の健康を第一に考え、誠実に行動することが期待されます。「性

善説」に基づくアプローチでは、患者との信頼関係を築くこと
が重要視され、医療従事者は患者の自主性や意見を尊重しな
がら治療を進めることが求められます。具体例を挙げると、
医療従事者は患者の意見や希望を尊重し、共同で治療方針を
決定するというような患者中心のケアなどが挙げられます。
「性悪説」は、人間は本質的に「悪」であり、善行は教育や社
会的規範によって後天的に学ぶ必要があるとする考え方です。
この視点からは、医療現場での規範やルールの重要性が強調
されます。具体例を挙げると、医療行為には厳密な手順やガ
イドラインが設けられ、これに従うことで医療ミスや不正を防
ぐことが目標とされるようになります。また、医療従事者の行
動を監視し、定期的な評価を行うことで、倫理的な行動を促
進することも期待されます。
現代の医療では、「性善説」「性悪説」のいずれかでなく、両

方の視点が求められていることは明らかです。信頼関係を築
きつつも、必要な規範や監視体制を整えることで、安全かつ
効果的な医療提供が実現されます。例えば、患者とのコミュ
ニケーションを重視しながらも、不正防止策として複数人によ
るチェック体制を導入するなどの工夫などが例になるでしょう。
このように、「性善説」と「性悪説」は医療倫理や実践において
相互補完的な役割を果たし、人間の本質についての理解が医
療サービスの質向上につながると解釈できます。言い換える
と、医療現場においては、どちらかに偏重するのではなく、
そのバランスこそが肝要なのでしょう。

地区医師会長からの一言
人は生まれながらにして
「善」なのか「悪」なのか
慶應医師会長　佐々木淳一

医師と医師会を結ぶ 情報紙 都医 EWS
ニュース
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